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表紙：天塩小学校学芸会（10月 8日）
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マ
チ
の
話
題
（
９
月
19
日
～
10
月
18
日
）

地
域
福
祉
活
動
の
功
績
称
え

　

10
月
５
日
に
役
場
庁
舎
に
て
民
生
委

員
児
童
委
員
の
丸
山
誠
一
さ
ん
、
早
坂

隆
信
さ
ん
、
田
形
幸
子
さ
ん
、
鎌
田
誠

子
さ
ん
の
４
名
に
対
し
表
彰
状
の
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

丸
山
さ
ん
は
２
・
３
丁
目
地
区
、
早

坂
さ
ん
は
東
産
士
・
円
山
地
区
、
田
形

さ
ん
は
５
・
６
丁
目
、
鎌
田
さ
ん
は
11

丁
目
地
区
を
担
当
す
る
民
生
委
員
児
童

委
員
で
地
域
の
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち

の
見
守
り
な
ど
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
丸
山
さ
ん
ら
は
、
10
年
以
上

に
わ
た
り
委
員
の
職
務
を
務
め
た
こ
と

か
ら
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
会
長
表
彰
の
永
年
継
続
民
生
表
彰
児

童
委
員
表
彰
を
受
け
、
ま
た
功
績
が
特

に
顕
著
で
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
に
寄

与
し
た
丸
山
さ
ん
と
早
坂
さ
ん
は
、
留

萌
振
興
局
表
彰
も
授
与
さ
れ
ま
し
た
。▲（左から）丸山委員、早坂委員、田形委員、鎌田委員

ジ
ャ
ガ
イ
モ
通
じ
て
交
流

　

９
月
29
日
に
町
保
健
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
育
児
サ
ー
ク
ル
た
け
の

子
及
び
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
会
の
交
流
会

が
開
催
さ
れ
、
両
会
合
わ
せ
て
26
名
が

交
流
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
町
内
で
収
穫
さ
れ
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
い
、
い
も
も
ち
な
ど

３
品
の
料
理
を
共
同
で
作
り
ま
し
た
。

い
も
も
ち
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
粘
り
気

が
出
る
ま
で
す
り
つ
ぶ
す
昔
な
が
ら
の

作
り
方
で
、
参
加
者
は
額
に
汗
を
か
き

な
が
ら
調
理
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
会
の
参
加
者
か
ら

は
、「
茹
で
た
イ
モ
は
、
人
肌
に
冷
め

て
か
ら
つ
ぶ
す
」
と
い
っ
た
調
理
の
コ

ツ
を
教
え
、
育
児
サ
ー
ク
ル
の
参
加
者

は
「
調
理
は
大
変
だ
が
、
家
で
も
挑
戦

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

世
界
規
模
で
地
方
創
生
を

　

楽
天
株
式
会
社
で
副
社
長
執
行
役
員

を
務
め
る
平
井
康
文
氏
が
９
月
27
日
、

町
社
会
福
祉
会
館
に
お
い
て
特
別
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、
１
０
０
名
以
上
が
会

場
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

平
井
氏
は
、
米
国
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ヴ
ァ
イ
ス

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
株

式
会
社
執
行
役
専
務
な
ど
の
要
職
を
歴

任
、
国
内
外
の
Ｉ
Ｔ
企
業
で
勤
め
て
い

ま
し
た
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
フ
ル

に
活
用
す
る
こ
と
、
人
材
を
育
成
す
る

地
域
環
境
を
作
る
こ
と
が
地
方
創
生
の

鍵
と
な
っ
て
く
る
。
地
域
の
強
み
、
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
が
一
つ
で
も
あ
れ
ば
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
全
世
界
に
発
信
し
て
全

世
界
規
模
で
地
方
創
生
が
で
き
る
」
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
地
方
創
生
の

有
り
方
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

▲平井氏はインターネット活用が鍵と語った

▲団子づくりには子どもたちも加わり調理した

道
北
地
域
に
は
初
来
訪

　

10
月
６
日
、
北
方
四
島
在
住
の
ロ
シ

ア
人
歴
史
専
門
家
で
国
後
島
古
釜
布

（
ふ
る
か
ま
っ
ぷ
）
郷
土
博
物
館
長
の

ス
コ
ヴ
ァ
チ
ツ
ィ
ー
ナ
女
史
ら
４
名
が

天
塩
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
学
術
交
流
訪
問
団
（
右
代
啓

視
団
長
）
は
、
ス
コ
ヴ
ァ
チ
ツ
ィ
ー
ナ

女
史
ら
ロ
シ
ア
人
専
門
家
を
招
い
て
、

天
塩
町
の
ほ
か
、
稚
内
市
・
江
差
町
・

浜
頓
別
町
へ
訪
問
し
ま
し
た
。
同
訪
問

団
の
訪
問
目
的
は
、
歴
史
文
化
と
博
物

館
運
営
及
び
役
割
を
共
同
で
調
査
の
た

め
で
、
ロ
シ
ア
人
専
門
家
が
学
術
交
流

を
目
的
に
道
北
地
域
を
訪
問
し
た
の
は

初
め
て
。

　

右
代
氏
は
、
北
海
道
博
物
館
学
芸
主

幹
で
、平
成
18
年
か
ら
10
年
間
に
渡
り
、

北
方
四
島
へ
ビ
ザ
な
し
交
流
の
専
門
家

と
し
て
、
現
地
で
の
学
術
調
査
や
交
流

を
行
っ
て
き
て
お
り
、
町
の
川
口
遺
跡

修
復
作
業
に
お
い
て
は
、
現
地
指
導
さ

れ
ま
し
た
。

　

歴
史
資
料
館
と
川
口
遺
跡
を
視
察
に

は
、
資
料
館
内
の
展
示
品
の
説
明
や
当

時
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め

か
わ
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
の
歴
史
分
科

会
が
同
行
し
ま
し
た
。
視
察
後
、
役
場

庁
舎
で
一
行
と
か
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

で
互
い
の
地
域
・
町
や
活
動
に
つ
い
て

紹
介
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
天
塩
中
学
校
に
お
い
て
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流
を
行
い
ま
し

た
。
剣
道
部
員
に
よ
る
練
習
稽
古
披
露

や
生
徒
会
考
案
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

翌
日
、
訪
問
団
一
行
は
、
次
の
目
的

地
の
江
差
町
に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

▲専門家ら一行は歴史資料館と川口遺跡を視察

▲レクリエーション後に写真を撮り合った
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グ
ル
メ
に
舌
鼓
を
打
つ

　

天
塩
タ
コ
キ
ム
チ
丼
推
進
協
議
会
主

催
の
秋
の
ま
ん
ぷ
く
グ
ル
メ
祭
り
が
10

月
13
日
に
町
社
会
福
祉
会
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
前
に
販
売
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
入

場
券
は
、
３
千
円
で
約
１
５
０
枚
が
販

売
さ
れ
ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
に
オ
ー

ド
ブ
ル
が
用
意
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

シ
ャ
ケ
と
タ
コ
の
メ
ン
チ
カ
ツ
ボ
ー

ル
、
シ
ャ
ケ
の
親
子
丼
な
ど
の
豪
華
な

料
理
も
並
ん
で
お
り
、
多
く
の
方
が
食

べ
飲
み
放
題
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
の
立
花
勝
会
長
は
「
大
勢
の

方
が
来
て
く
れ
て
大
変
う
れ
し
い
。
時

間
の
許
す
限
り
食
べ
て
ま
ん
ぷ
く
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
、
し
じ

み
ま
つ
り
前
夜
祭
な
ど
の
町
の
イ
ベ
ン

ト
出
演
を
し
て
い
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
観
光

大
使
の
明
江
三
奈
さ
ん
が
歌
う
ス
テ
ー

ジ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲開場後にはすぐに満席となった

マ
チ
の
話
題
（
９
月
19
日
～
10
月
18
日
）

天
塩
産
食
材
を
調
理

　

10
月
17
日
と
18
日
、
天
塩
高
等
学
校

の
授
業
に
お
い
て
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
会

が
講
師
で
、
天
塩
産
食
材
を
使
っ
た
調

理
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

食
材
に
は
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
会
会
員

が
育
て
た
ヤ
ー
コ
ン
や
天
塩
近
海
で
捕

れ
た
砂
ガ
レ
イ
な
ど
を
使
い
、
５
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
１
品
ず
つ
調
理

し
て
い
ま
し
た
。
シ
ャ
ド
ー
ク
イ
ー
ン

と
呼
ば
れ
る
品
種
の
紫
色
の
イ
モ
は
、

茹
で
て
つ
ぶ
し
、
ふ
っ
く
ら
粉
を
混
ぜ

合
わ
せ
る
と
青
緑
色
に
変
色
す
る
不
思

議
な
イ
モ
で
、
変
色
す
る
様
を
見
た
高

校
生
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

調
理
後
に
は
「
自
炊
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
」「
作
っ
て
く
れ
た
人
に
感

謝
し
て
食
べ
よ
う
と
思
う
」
と
高
校
生

は
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲高校生の手際が良いため調理はスムーズに進んだ

園
児
ら
応
援
受
け
出
動

　

10
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
行
わ
れ
る

地
域
安
全
運
動
実
施
に
伴
い
、
天
塩
警

察
署
前
駐
車
場
に
て
出
動
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

天
塩
警
察
署
由
水
公
彦
署
長
は
「
道

内
で
の
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
額
は
約

４
億
８
千
万
円
で
、
昨
年
よ
り
２
億
円

増
加
し
て
い
る
厳
し
い
状
況
。
ま
た
残

念
な
が
ら
町
内
で
交
通
事
故
が
発
生
し

た
。
こ
れ
か
ら
日
没
も
早
く
な
っ
て
く

る
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
は
十
分

気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
お
ひ
さ

ま
の
皆
さ
ん
も
道
路
を
渡
る
と
き
は
気

を
つ
け
て
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

お
ひ
さ
ま
の
園
児
か
ら
「
み
ん
な
で

仲
良
く
遊
べ
る
町
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
応
援
を
受
け
、
署
員
ら
が
パ
ト
カ
ー

等
に
乗
り
込
み
、
各
地
域
に
出
動
し
て

い
き
ま
し
た
。

▲パトカーに「がんばって」と声かける園児ら

バ
レ
ー
全
道
３
位
に
輝
く

　

10
月
10
日
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

の
天
塩
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
部
員
ら
が
浅

田
町
長
へ
全
道
大
会
で
あ
る
な
な
か
ま

ど
杯
第
23
回
北
海
道
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

天
塩
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
は
、
７
月
開
催

し
た
第
34
回
留
萌
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
杯
留
萌
地
区
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
結
成
記
念
大
会
に
お
い
て

見
事
優
勝
を
飾
り
、
10
月
14
日
か
ら
江

別
市
で
行
わ
れ
る
全
道
大
会
出
場
の
切

符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

浅
田
町
長
か
ら
「
大
い
に
力
を
発
揮

し
て
頑
張
っ
て
」
と
激
励
を
受
け
た
部

員
ら
は
、「
頑
張
っ
て
き
ま
す
」
と
元

気
良
く
返
事
を
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
道
大
会
で
は
、
並
み
居
る

強
豪
の
中
、
第
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

タ
イ
ガ
ー
ス
強
豪
に
挑
戦

　

10
月
10
日
に
、
野
球
少
年
団
の
天
塩

タ
イ
ガ
ー
ス
部
員
ら
が
浅
田
町
長
へ
全

道
大
会
出
場
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
場
す
る
第
７
回
北
海
道
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
シ
ッ
プ
少
年
軟
式
野
球
大
会
は
14

日
か
ら
行
わ
れ
、
道
内
各
大
会
で
優
勝

等
経
験
し
た
強
豪
16
チ
ー
ム
が
集
ま

る
。
浅
田
町
長
は
、「
勝
利
を
思
い
描

い
て
戦
っ
て
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

天
塩
タ
イ
ガ
ー
ス
は
、
高
円
宮
賜
杯

第
37
回
全
日
本
学
童
野
球
軟
式
野
球
大

会
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
北

北
海
道
予
選
大
会
で
準
優
勝
し
、
ま
た

９
日
に
町
内
野
球
場
で
開
催
さ
れ
た
第

28
回
天
塩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
旗
争
奪

少
年
野
球
大
会
で
も
、
平
成
22
年
以
来

７
年
ぶ
り
の
優
勝
す
る
な
ど
各
大
会
で

好
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
全
道
大
会
で
は
１
回
戦
、
２

対
４
で
惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
。

▲７年ぶりの優勝を果たした 10 月 9 日の試合

▲９月開催の管内スポーツ交流でも準優勝を飾る
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天
塩
小
学
校
学
芸
会
／
雄
信
内
合
同
文
化
祭
ス
ナ
ッ
プ
集

保育所児童の遊戯「夢の中のダンス」

1 ～ 4 年生の劇「泣いた赤おに」 脚本・演出の全て児童が作りあげた 5・6 年生
の劇「世界の名作物語」

どんぐりころころなどを歌った保育所児童

啓徳小学校・雄信内保育所合同文化祭

『新しい一歩～このステージから気持ちを一つにふみだそう～』
啓徳小学校・雄信内保育所合同文化祭

『新しい一歩～このステージから気持ちを一つにふみだそう～』

２年生の劇「おおかみと 8 ぴきの子やぎ」

天塩小学校学芸会

『最高の演技で輝く笑顔をとどけよう』
天塩小学校学芸会

『最高の演技で輝く笑顔をとどけよう』

１年生「BEAUTIFUL NAME」でダンス披露

各学年の合唱・器楽演奏では練習の成果を
発揮した
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天
塩
中
学
校
学
校
祭
ス
ナ
ッ
プ
集
／
か
わ
ま
ち
通
信

第 64 回天塩中学校学校祭

『ＳＨＩＮＥ～新たなる世
ステージ

界～』
第 64 回天塩中学校学校祭

『ＳＨＩＮＥ～新たなる世
ステージ

界～』

３年 内田 華さんの英語暗唱「My 
Hope for the Future」（左）、３
年 高橋 綾美さんの弁論発表「支
えることの大切さ」（右）

コントやダンスで場内を沸かしたパフォーマンス「光と影」

合唱コンクールでは 3 年生が美しい歌声で最優秀賞に輝く

迫真の演技を披露した演劇「心を知らぬ
君のために」

Pepper が校内各所で案内

　

前
号
で
は
、
川
口

遺
跡
風
景
林
の
竪
穴
式

住
居
の
復
元
に
つ
い
て

紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
復
元
の
作
業
で
ご

指
導
を
い
た
だ
い
た
北

海
道
博
物
館
の
右
代
啓

視
学
芸
主
幹
は
、
11
年

間
に
わ
た
り
北
方
四
島

と
の
歴
史
・
文
化
の
学
術
調
査
を
北
方

四
島
在
住
の
ロ
シ
ア
人
専
門
家
と
交
流

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
し
か
も
、
齊
藤

啓
輔
副
町
長
は
元
外
務
省
で
北
方
領
土

を
担
当
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
北
方

四
島
に
在
住
し
て
い
る
ロ
シ
ア
人
の
歴

史
・
文
化
の
専
門
家
が
天
塩
町
に
訪
問

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
６
日
、
国
後
島
古
釜
布
（
ふ
る

か
ま
っ
ぷ
）
郷
土
博
物
館
の
ス
コ
ヴ
ァ

チ
ツ
ィ
ー
ナ
・
Ｖ
・
Ｍ
館
長
を
訪
問
団

長
と
し
、
北
海
道
博
物
館
の
右
代
学
芸

主
幹
を
受
入
側
団
長
と
し
て
国
後
島
と

択
捉
島
か
ら
４
名
の
ロ
シ
ア
人
専
門
家

の
方
々
が
天
塩
町
に
来
訪
し
ま
し
た
。

北
方
四
島
在
住
の
ロ
シ
ア
人
専
門
家
が

学
術
交
流
を
目
的
と
し
て
道
北
を
訪
れ

る
の
は
初
め
て
の
こ
と

で
、
こ
の
地
域
の
史
跡

や
博
物
館
な
ど
で
共
同

研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。

天
塩
川
歴
史
資
料
館

で
は
、
私
た
ち
、
か
わ

ま
ち
メ
ン
バ
ー
が
参
加

し
、
天
塩
町
の
歴
史
・

文
化
や
展
示
資
料
の
解

説
を
通
じ
て
調
査
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
か
つ

て
開
拓
期
に
天
塩
川
の

物
資
運
搬
船
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
長

門
船
や
当
時
の
街
の
歴
史
、
さ
ら
に
先

史
文
化
、
ア
イ
ヌ
文
化
な
ど
に
興
味
を

持
ち
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

資
料
館
視
察
後
、
川
口
遺
跡
の
復
元

竪
穴
式
住
居
を
視
察
し
、
両
地
域
の
歴

史
・
文
化
・
自
然
に
つ
い
て
紹
介
し
、

互
い
に
「
知
る
、
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
、
両
地
域
の
特
色
や
特
徴
な
ど

を
写
真
や
映
像
で
使
い
な
が
ら
活
発
な

質
問
や
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
訪

問
団
か
ら
の
報
告
で
は
、
北
方
四
島
の

自
然
や
暮
ら
し
を
紹
介
す
る
日
本
語
の

字
幕
を
入
れ
た
映
像
の
配
慮
に
感
動
し

ま
し
た
。
訪
問
団
の
方
々
は
全
員
が
女

性
で
も
あ
り
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
、

文
化
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
の
活
動

を
行
っ
て
い
る
話
を
聞
け
た
こ
と
は
交

流
の
最
大
の
収
穫
で
し
た
。
さ
ら
に　

こ
の
交
流
を
通
じ
て
、
住
ん
で
い
る
地

域
の
歴
史
、
自
然
、
文
化
に
つ
い
て
自

ら
が
理
解
を
深
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を

実
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

かわまち
通信

▲川口遺跡竪穴住居の視察

▲交流会で互いの地域を紹介
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Project of Regional Revitalization

天塩 -稚内間相乗り交通事業

Introduction ＃ 7

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
開
始
か
ら
半
年

　

縮
減
す
る
公
共
交
通
機
関
の
代
替
措

置
に
な
り
得
る
と
期
待
さ
れ
、
全
国
的

に
注
目
を
集
め
る
「
天
塩-

稚
内
間
相

乗
り
交
通
事
業
（
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
）」。

　

今
後
の
運
用
方
針
を
定
め
る
べ
く
、

事
業
開
始
か
ら
半
年
経
過
を
機
に
、
相

乗
り
同
乗
利
用
者
と
登
録
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
実
際
の
利
用
経
験
を
踏
ま
え
た
意

見
交
換
会
を
ノ
ッ
テ
コ
の
東
祐
太
朗
社

長
や
国
土
交
通
省
北
海
道
運
輸
局
担
当

者
が
同
席
の
も
と
、
10
月
３
日
に
行
い

ま
し
た
。

同
乗
者
か
ら
見
え
た
課
題

　

同
乗
者
か
ら
は
、「
特
に
ト
ラ
ブ
ル

な
く
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」、

「
通
院
で
利
用
し
、
大
変
助
か
っ
て
い

る
が
、
今
後
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
天

塩
に
住
み
づ
ら
く
な
る
」
と
継
続
を
求

め
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

「
運
転
手
に
は
燃
料
代
の
み
支
払
い
と

い
う
こ
と
が
申
し
訳
な
く
、
気
の
毒
に

思
っ
て
し
ま
う
」、「
通
院
以
外
の
買
い

物
目
的
で
も
利
用
し
た
い
が
、
運
転
手

の
負
担
を
考
え
る
と
二
の
足
を
踏
む
」、

「
運
転
手
へ
町
か
ら
助
成
し
て
も
ら
う

の
は
で
き
な
い
の
か
」
な
ど
、
運
転
手

の
負
担
を
感
じ
、
利
用
に
消
極
的
に
な

る
理
由
が
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。

運
転
手
か
ら
見
え
た
課
題

　

運
転
手
側
の
意
見
で
は
「
面
倒
な
ド

ラ
イ
ブ
登
録
操
作
を
簡
略
化
し
て
欲
し

い
」、「
仕
事
の
た
め
短
時
間
の
滞
在
と

な
る
の
で
気
が
引
け
て
登
録
で
き
な

い
」、「
行
き
と
帰
り
を
別
で
あ
れ
ば
登

録
し
や
す
い
」、「
燃
料
代
は
最
短
ル
ー

ト
に
よ
る
算
出
だ
が
、
実
際
の
走
行

ル
ー
ト
が
変
わ
る
場
合
が
あ
る
。
ル
ー

ト
選
択
で
き
る
と
良
い
」
と
い
っ
た
ド

ラ
イ
ブ
登
録
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
改
善

点
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

気
軽
に
使
え
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

　
「
通
院
等
の
特
別
な
理
由
が
な
け
れ

ば
利
用
で
き
な
い
と
聞
い
た
」「
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
な
も
の
」
と
町
民

の
中
で
誤
解
し
て
い
る
意
見
も
出
さ

れ
、
事
業
の
理
解
度
の
低
さ
も
見
え
て

き
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
稚
内
市
へ
自
家
用
車
で

向
か
う
方
に
対
し
、
空
席
を
有
効
活
用

し
て
も
ら
う
こ
と
が
本
来
の
目
的
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
同
乗
者
の
利
用
目
的

は
問
い
ま
せ
ん
。「
気
分
転
換
の
た
め

外
出
し
た
い
」
な
ど
、
目
的
を
気
に
せ

ず
ご
利
用
い
た
だ
け
る
の
が
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
で
す
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
行
く
末

　

今
般
の
意
見
交
換
会
を
受
け
、
町
と

ノ
ッ
テ
コ
は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
事
業
継

続
を
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
も
同
様
の

課
題
を
抱
え
る
地
域
の
先
駆
的
・
模
範

「ライドシェア意見交換会」

地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介

▲同乗者から継続を強く望まれ事業の評価は高い

▲登録簡略化で利用が増えるのではと運転手から指摘

▲ノッテコ東社長も事業継続
は必要と感じていた

シボレー・キャプティバ
貸出は 11 月８日まで！

申込みは左記のＱＲコードから

条件は会員・ドライブ登録のみ
この機会にぜひご利用ください

的
事
業
と
な
る
よ
う
、
天
塩
町
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
熟
成
を
進
め
ま
す
。

　

ま
だ
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
方
に
お

き
ま
し
て
は
、
実
際
に
利
用
し
、
ご
意

見
や
ご
感
想
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

本
格
導
入
に
向
け
て
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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こ
ん
に
ち
は
栄
養
士
で
す

食中毒予防　～家庭の食の安全を守ろう～

食
中
毒
と
は
、
食
品
に
混
入
し
た

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
化
学
物
質
、

自
然
毒
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
健
康
障

害
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
原
因
物
質
の

大
半
は
、「
細
菌
」
と
「
ウ
イ
ル
ス
」

で
発
生
件
数
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
細
菌
な
ど
は
、
高
温
多
湿
の
環
境

を
好
む
た
め
、
夏
季
に
発
生
し
や
す
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
な
ど
は
冬
季
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
食
中
毒
に
は
１
年
を
通
し
て
注

意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
、

家
庭
で
実
践
で
き
る
衛
生
管
理
か
ら
は

じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

つけない 洗う 適切な手洗いと、食品・調理器具の十分な洗浄をする
分ける 肉と野菜を扱う器具は別々に、保存は密閉容器やラップに包んで保存する

増やさない 冷却 冷蔵・冷凍庫で低温保存し、原因菌の増殖を抑える
迅速処理 生鮮食品は、できるだけ早く冷蔵庫に入れ期限内に食べる

調理後はすぐに食べる、長時間室温で放置するのは避ける
やっつける 加熱 調理食品は、中心部までよく火が通るように７５℃１分以上加熱する

消毒 洗剤でよく洗った後は、熱湯や漂白剤で殺菌消毒する

【問い合わせ先】　福祉課ふれあい係　☎直通（２）１７２８

食中毒を防ぐためには、原因菌を食品につけない、食
品についている原因菌を増やさない、やっつけるこ

とが原則となります。ただし、加熱調理後に冷める過程
で菌が増殖し、食中毒を引き起こすものもありますので
ご注意ください。

食中毒予
防の３原

則

調
理
器
具
・
食
品
保
存

の
衛
生
管
理

～
家
庭
の
台
所
を
チ
ェ
ッ
ク
～

　

毎
日
洗
っ
て
い
る
調
理
器

具
も
、
一
度
見
直
し
て
食
中

毒
菌
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

★
包
丁
・
ま
な
板

　

包
丁
の
柄
や
刃
の
付
け
根
部
分
は
、

特
に
汚
れ
や
す
い
た
め
、
ブ
ラ
シ
で
念

入
り
に
洗
う
。
ま
な
板
は
、
表
面
の
傷

に
汚
れ
や
細
菌
が
入
り
込
む
の
で
、
全

面
を
し
っ
か
り
洗
浄
し
、
こ
ま
め
に
消

毒
す
る
。

※
包
丁
や
ま
な
板
は
、
肉
用
、
魚
用
、

野
菜
用
に
分
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

★
ス
ポ
ン
ジ
・
た
わ
し

　

使
用
後
は
よ
く
す
す
ぎ
、
定
期
的
に

消
毒
す
る
。
汚
れ
や
傷
み
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
ら
早
め
に
交
換
す
る
。

★
調
理
器
具

　

使
用
の
直
前
に
洗
浄
す
る
。
別
の
作

業
を
す
る
場
合
も
同
様
に
洗
浄
す
る
。

★
冷
蔵
庫

　

冷
蔵
庫
は
４
℃
以
下
、
冷
凍
は

-15
℃

以
下
の
温
度
管
理
を
お
こ
な
う
。

※
食
品
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に

注
意
し
、
賞
味
期
限
や
消
費
期
限
を
確

認
や
定
期
的
な
清
掃
を
お
こ
な
い
ま

し
ょ
う
。

※
調
理
器
具
の
殺
菌
・
消
毒

　

調
理
器
具
の
除
菌
は
、
塩
素
系
漂

白
剤
（
液
体
や
ス
プ
レ
ー
タ
イ
プ
の

も
の
）
や
85
℃
以
上
の
熱
湯
で
１
分

以
上
加
熱
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
除
菌
後
は
よ
く
乾
燥
さ
せ
て
か

ら
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
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【問い合わせ先】天塩町立国民健康保険病院　☎（２）１０５８

病
院
だ
よ
り

病院だより No.10

Fun Socks Day ( ゆかいソックスデー )　
創設します！

 

病
院
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
医
療
と
し
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
映
画
鑑
賞
や
遠
足
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
が
、

ス
タ
ッ
フ
が
付
き
添
っ
て
が
ん
患
者

さ
ん
と
屋
外
に
出
て
桜
を
見
た
り
、

笑
い
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
落
語
会

を
開
催
す
る
な
ど
で
す
。
語
源
は

re-creation

（
再
び
創
造
す
る
）

で
す
か
ら
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
人

間
ら
し
い
生
活
を
ひ
と
と
き
取
り
戻

す
こ
と
が
、
長
い
入
院
生
活
で
求
め

ら
れ
て
く
る
こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ

け
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

 

も
う
一
つ
の
側
面
と
し
て
、
楽
し

み
を
持
っ
た
り
人
と
の
交
流
を
持
つ

こ
と
に
は
、
認
知
症
の
予
防
に
な
る

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
医
学

的
に
も
立
証
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
パ
ズ
ル

や
ト
ラ
ン
プ
、
か
る
た
取
り
な
ど
も

脳
梗
塞
後
の
機
能
回
復
や
認
知
症
予

防
の
た
め
（
費
用
を
頂
戴
し
な
が

ら
）
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

さ
て
、
表
題
の
と
お
り
、
町
立
病

院
で
は
そ
の
一
環
と
し
て
２
０
１
７

年
12
月
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
「Fun Socks D

ay

（
ゆ
か

い
ソ
ッ
ク
ス
デ
ー
）
」
を
偶
数
月
の

22
日
（
ふ
ふ
ッ
！
）
に
創
設
い
た
し

ま
す
。

　

「Fun Socks D
ay

（
ゆ
か
い

ソ
ッ
ク
ス
デ
ー
）
」
と
は
、
普
段
は

ち
ょ
っ
と
気
恥
ず
か
し
く
て
履
け
な

い
よ
う
な
カ
ラ
フ
ル
な
も
の
や
、
左

右
異
な
る
靴
下
を
履
い
て
一
日
を
過

ご
す
も
の
で
、
米
国
で
は
一
般
的
な

学
校
行
事
の
一
つ
と
し
て
教
育
に
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

元
来
、
多
様
な
人
が
い
る
こ
と
を

受
け
容
れ
る
精
神
や
、
自
分
の
個

性
を
表
現
し
た
り
醸
成
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
も
の

で
、
「
ク
レ
イ
ジ
ー
ソ
ッ
ク
ス
デ
ー

(crazy socks day)

」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
教
師
や
送
り
迎
え
の
保

護
者
も
一
緒
に
参
加
し
て
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
す
。

　

て
し
お
版
で
は
日
本
語
の
”
ク
レ

イ
ジ
ー
”
が
持
つ
「
馬
鹿
げ
た
、
愚

か
な
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
し
っ
く
り

し
な
い
た
め
、Fun Socks D

ay

と
名
付
け
、
「
楽
し
い
靴
下
の
日
」

や
「
ゆ
か
い
な
靴
下
の
日
」
の
本
来

の
趣
旨
に
近
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
し
ま

し
た
。
２
０
１
７
年
10
月
現
在
、

ネ
ッ
ト
検
索
で
は
、
本
邦
で
の
行
事

を
行
っ
て
い
る
の
は
ご
く
一
部
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
み

で
す
の
で
、
公
的
機
関
と
し
て
は
お

そ
ら
く
国
内
初
の
取
り
組
み
で
す
!!

　

入
院
患
者
様
に
は
、
靴
下
に
限
ら

ず
お
化
粧
を
し
た
り
、
平
服
で
過
ご

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
髪
型
を
変
え

た
り
、
普
段
と
は
違
う
一
日
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
こ
の
日

は
、
病
床
に
あ
る
皆
さ
ん
に
少
し
で

も
楽
し
ん
で
過
ご
し
て
も
ら
う
た

め
、
職
員
も
足
元
の
み
で
す
が
工
夫

を
凝
ら
し
て
過
ご
し
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
何

卒
ご
理
解
、
ご
容
赦
の
程
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
当
日
病
院
に
何

も
知
ら
ず
に
お
越
し
に
な
ら
れ
た

方
に
は
少
し
驚
か
せ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
立
て
看
板
等

で
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
一
方

で
、
定
期
通
院
さ
れ
て
い
る
方
々
に

は
、
事
前
に
案
内
い
た
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒
に

ご
参
加
下
さ
い
。
少
し
で

も
「
ど
ん
な
靴
下
に
し
よ

う
か
な
？
」
と
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
た

り
、
ひ
と
と
き
の
楽
し
み
に
な
っ
た

り
、
会
話
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

皆
さ
ん
が
毎
日
お
過
ご
し
の
場
で

も
ご
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
？
天
塩

町
発
の
ゆ
か
い
な
取
組
み
に
な
っ
て

い
く
と
い
い
で
す
ね
。

（
文
責　

医
師　

橋
本
伸
之
）

このたび、町立病院は医師一名体制となりました
が、これまでどおり日頃からの健康管理をお手伝
いし、重篤な事態を招かぬよう、また本当に具合
が悪い方は病院に足を運ぶことすらできないとい
う認識に立って、訪問診療も継続していきます。
継続的なリハビリが行なえる体制づくりも町立病
院レベルでは道内初となりそうですが、来年度に
向けて鋭意整備中です。数字として現れる面のみ
ならず、たとえ検査の結果が思わしくなかった日
でも、やっぱり「今日病院にかかっておいてよ
かった」と言ってもらえるような、受診される皆
さんの内面にきちんと配慮しケアできる病院にし
てまいります。町民の皆さんの率直なご意見ご要
望を、病院や役場へ引き続きお聞かせ下さいます
ようお願い申し上げます。

町民の皆さんへお知らせ



9

平成２９年　 　月11町民カレンダー

あいあいクラブ開催場所

日 月 火 水 木 金 土
休み 生ゴミ

ペットのふん 一般ゴミ
資源ゴミ

紙おむつ等
衣類等

生ゴミ
ペットのふん 農村地区 休み

11 月 29 　　　30 　　　31 　　　 １ 　　　 ２ 《文化の日》  ３ 　　 　４
★おでかけサロン

[ 雄信内憩の家 ]
10 時～ 14 時

■夕映健康相談
[ てしお温泉夕映 ]

13 時 30 分～
14 時 30 分

●天塩町表彰式
［町議会議場］

11 時～ 12 時

〇こども園お遊戯会

◇ ◇

　　　 ５ 　　　 ６ 　　　 ７ 　　　 ８ 　　　 ９ 　　　10 　　   11
✚眼科外来

受付 9 時～ 14 時
■定期健康相談・物
忘れ相談

[ 天塩町役場 ]
10 時～ 16 時

★おでかけサロン
[老人福祉センター]

10 時～ 14 時
★ヘルスアップ教室

［天塩中学校体育館］
19 時 00 分～

20 時 30 分

★しゃっきりサロン
[ てしお温泉夕映 ]

13 時～ 14 時
★はつらつクラブ

13 時～ 15 時

■移動献血 ■夕映健康相談
[ てしお温泉夕映 ]

13 時 30 分～
14 時 30 分

■はまなす学園大学
■移動献血

◆ ◇ ◇ ◇

　　　12 　　　13 　　　14 　　　15 　　　16 　　　17 　　　18
〇雄信内保育所開放
日

〇こども園開放日 〇あいあいくらぶプ
チ相談日

10 時 30 分～
12 時 00 分

★いきいきサロン
[雄信内老人憩の家]

10 時～ 14 時
✚眼科外来
受付 12 時～ 15 時

●運転免許更新時講
習

［社会福祉館］
・初回 10 時 00 分
・優良 13 時 00 分
・一般 13 時 45 分
・違反 15 時 00 分
〇託児の日

［ふれあいセンター］
〇天塩中学校開校
70 周年記念講演

［天塩中学校体育館］
時～時

◆ ◇ ◇ ◇

　　　19 　　　20 　　　21 　　　22《勤労感謝の日》23 　　　24 　　　25
★ヘルスアップ教室

［天塩中学校体育館］
19 時 00 分～

20 時 30 分

〇５歳児健診
12 時 30 分～

13 時 00 分
〇乳児健診

12 時 50 分～
13 時 20 分

✚小児科外来
受付 13 時 30 分～

16 時 00 分
◆ ◇ ◇

　　　26 　　　27 　　　28 　　　29 　　　30 12 月  １ 　　　 ２
★いきいきサロン
[老人福祉センター]

10 時～ 14 時

★はつらつクラブ
13 時～ 15 時

✚産婦人科外来
受付 13 時～ 16 時

◆ ◇ ◇ ◇

・日程は変更となる場合があります
ので、ご確認ください。
・ごみは当日の朝８時までに出して
ください。

◇天塩地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆雄信内地区
　日時：毎週火・水・木曜日　１０時～１２時　　　日時：毎週月曜日　１０時～１２時
　場所：子育て支援センター　　　　　　　　　　　場所：雄信内保育所
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テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）、
貯
金
事
業
、
貸
付

事
業
、
物
資
販
売
事
業
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地
域

事
務
所

☎
０
１
６
２
（
２
３
）
２
７
２
１

総
務
課
企
画
広
報
係

☎
内
線
２
７
１

労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の
生
活
の
安

定
、
福
祉
の
増
進
等
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
国
が
直
接
管
理
運
営
し
て
い
る

保
険
で
す
。
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除

き
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
に
つ
い
て
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
未
手
続
事
業

の
一
掃
」
を
年
間
を
通
じ
た
主
要
課
題

と
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
11
月
を
「
労

働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
と
し
、

集
中
的
に
広
報
活
動
を
展
開
し
、
労
働

保
険
制
度
の
よ
り
一
層
の
理
解
、
周
知

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
と

な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
速
や
か
に

最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共

職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

者・
受
付
期
間

平
成
29
年
11
月
１
日
～
平
成
30
年
１
月

５
日

・
試
験
日

[

１
次
試
験]

平
成
30
年
１
月
20
日

[

２
次
試
験]

平
成
30
年
２
月
１
日
～
４
日
の
い
ず
れ

か
１
日

・
合
格
発
表
日

[

１
次
試
験
合
格
発
表]

平
成
30
年
１
月
17
日

[

最
終
合
格
発
表]

平
成
30
年
２
月
16
日

▼
生
徒
の
待
遇

・
身
分

特
別
職
国
家
公
務
員

・
手
当

生
徒
手
当
月
額
９
４
，
９
０
０
円

※
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在

・
期
末
手
当

年
２
回
（
６
月
、
12
月
）

・
衣
食
住

全
員
が
駐
屯
地
で
生
活
し
、
宿
舎
は
無

料
で
、
食
事
・
被
服
類
・
寝
具
に
つ
い

て
は
、
支
給
ま
た
は
貸
与

・
休
日
及
び
休
暇

週
休
２
日
制
、
祝
日
・
年
末
年
始
休
暇

等・
医
療
施
設

自
衛
隊
病
院
、
駐
屯
地
医
務
室

・
福
祉
厚
生

防
衛
省
共
済
組
合
（
宿
舎
、
野
球
場
、

マ
チ
の
伝
言
板

※お名前漏れなどがありましたらご連絡ください。

　

平
成
30
年
天
塩
町
成
人
式
を
左
記
の

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　・
日　

時

　

平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）

・
場　

所

　

天
塩
町
社
会
福
祉
会
館

・
対
象
者

　

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
ご
本
人
の
住
民
票
が
天
塩
町
に
な
い

場
合
で
も
、
ご
家
族
が
天
塩
町
内
に
お

住
ま
い
で
し
た
ら
、
天
塩
町
成
人
式
に

出
席
で
き
ま
す
。
出
席
を
ご
希
望
す
る

方
は
、
11
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

天
塩
町
教
育
委
員
会

☎
（
２
）
１
０
２
６

★
成
人
者
名
簿
★　
（
敬
称
略
）

【
男
性
】

（
新
開
通
11
）
大

澤　

志
意
也

（
新
開
通
９
）
岡

野　

朔

也

（

南

町

）
中

村　
　

匠

（
新
開
通
９
）
荒

井　

智

貴

（
海
岸
通
４
）
佐

藤　

大

樹

（
山
手
裏
通
10
）
杉

澤　

棒

高

（
雄
信
内
）
泉

波　

志

彦

（
新
栄
通
７
）
藤

沼　

龍

司

（
南
開
団
地
）
橋

本　

直

也

（
新
地
通
３
）
島

地　
　

証

（
北
産
士
）
菅

井　

翔

（
富
士
見
団
地
）
立

花　

太

雅

（
新
地
通
12
）
佐

藤　

裕

真

【
女
性
】

（
海
岸
通
４
）
塩

谷　

ひ
か
る

（
山
手
通
11
）
黒

川　

友

恵

（
み
ど
り
）
大

坂　

紗
恵
美

（
山
手
裏
通
11
）
上

村　

茜

（
山
手
通
６
）
今

野　

沙
弥
佳

（

新

川

）
和

田　

千

尋

（
中
産
士
）
伊

藤　

梢

（

川

口

）
石

山　

調

（

南

町

）
大

塚　

祐
里
菜

（
雄
信
内
）
邱
　　

卓

泓

（

新

川

）
今

野　

真

由

（
中
更
岸
）
中

島　
　

文

成
人
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

陸
上
自
衛
隊
工
科

学
校
生
徒
募
集

　

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、
高

機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品

を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際

社
会
に
お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対
応

で
き
る
自
衛
官
と
な
る
者
を
養
成
す
る

た
め
に
、
中
学
校
卒
業
予
定
者
等
を
対

象
に
採
用
し
ま
す
。

(1)
推
薦

・
応
募
条
件

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の

成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等
に
顕
著

な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き

る
者

・
受
付
期
間

平
成
29
年
11
月
１
日
～
12
月
１
日

・
試
験
日

平
成
30
年
１
月
６
日
～
８
日
の
い
ず
れ

か
１
日

・
合
格
発
表
日

平
成
30
年
１
月
17
日

(2)
一
般

・
応
募
条
件

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の

▲昨年度の成人式
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マ
チ
の
伝
言
板

項目 平成２９年度内容
組織名 天塩町集落協定 天塩町畜産集落協定
代表者 加藤　久雄 工藤　敏明
協定期間 平成 27 ～ 31 年度 平成 27 ～ 31 年度
協定参加者 107 戸、3法人 5戸、3法人
協定農用地面積 64,354,839 ㎡ 12,910,625 ㎡
交付金額 96,532,258 円 19,365,938 円
国・道 72,399,193 円 14,524,454 円
町費 24,133,065 円 4,841,484 円

交付金使途 96,532,258 円 19,365,938 円
共同取組活動 54,301,897 円 7,746,379 円
農業者配分 42,230,361 円 11,619,559 円

　

農
業
生
産
活
動
と
し
て
、
適
正
な
農

業
生
産
活
動
に
よ
る
耕
作
放
棄
の
防
止

を
図
り
、
排
水
路
・
農
道
の
適
切
な
管

理
及
び
暗
渠
排
水
工
事
に
よ
る
生
産
力

向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

農
業
生
産
活
動
等
の
草
地
整
備
、
排

水
路
、
農
道
等
の
補
修
・
改
良
が
必
要

と
な
る
位
置
を
図
示
し
、
補
修
・
改
良

に
よ
り
農
用
地
の
適
切
な
保
全
管
理
を

行
い
ま
す
。
牛
舎
消
毒
に
よ
る
防
疫
強

化
、
新
規
就
農
者
や
農
業
実
習
生
の
確

保
、
飼
槽
・
ク
ー
ラ
ー
室
等
の
防
疫
対

策
な
ど
地
域
の
実
情
に
即
し
た
農
業
生

産
活
動
の
ほ
か
、
会
議
開
催
、
研
修
会

へ
の
参
加
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
条
件
不
利
地

で
の
荒
廃
農
地
の
発
生
抑
止
を
は
じ

め
、
生
産
性
・
作
業
性
の
向
上
、
農
村

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

課☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

稚
内
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
６
２
（
２
３
）
３
８
３
３

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
稚

内
）

☎
０
１
６
２
（
３
４
）
１
１
２
０

全
国
一
斉
労
働

ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　

司
法
書
士
に
よ
る
労
働
に
関
す
る
電

話
相
談
会
「
２
０
１
７
全
国
一
斉
労
働

ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
い

た
し
ま
す
。

・
日
時

11
月
26
日
（
日
）
10
時
～
17
時

・
専
用
電
話
番
号

☎
０
１
２
０
（
６
１
０
）
７
８
７

※
当
日
の
み
の
専
用
（
臨
時
）
番
号
に

な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

釧
路
青
年
司
法
書
士
協
議
会

☎
１
２
５
６
（
６
５
）
２
１
９
８

電
気
メ
ー
タ
ー

の

有

効

期

限

　

電
気
メ
ー
タ
ー
に
有
効
期
限
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
取
引
や
証
明

に
使
用
さ
れ
る
電
気
メ
ー
タ
ー
は
検
定

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
有
効
期
限
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
じ
ゃ
電

気
メ
ー
タ
ー
に
付
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
や
検

定
票
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ラ
ベ
ル

や
検
定
票
が
な
い
も
の
や
有
効
期
限
が

切
れ
た
電
気
メ
ー
タ
ー
は
、
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

日
本
電
気
計
器
検
定
所
北
海
道
支
社

☎
０
１
１
（
６
６
８
）
２
４
３
７

ま
た
は

北
海
道
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
部
電
力
事
業
課

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
１
７
５
５

日
本
型
直
接
支
払

制
度
２
号
事
業

　

現
在
、
天
塩
町
で
取
り
組
ん
で
い
る

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
は
、

社
会
的
条
件
の
不
利
な
地
域
振
興
五
法

の
指
定
を
受
け
た
地
域
を
対
象
に
、
荒

廃
農
地
の
増
加
等
に
よ
り
多
面
的
機
能

が
低
下
さ
れ
て
い
る
中
山
間
地
域
等
に

お
い
て
、
農
業
生
産
の
維
持
を
図
り
つ

つ
多
面
的
機
能
を
確
保
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
期
間
及
び
組
織
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
～
31
年
ま
で
を
第
４
期
と
し

て
、
２
つ
の
集
落
協
定
に
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

環
境
改
善
、
担
い
手
の
確
保
、
酪
農
体

験
学
習
の
開
催
、
健
康
管
理
へ
の
取
組

な
ど
広
範
囲
に
て
そ
の
効
果
を
発
揮
し

て
お
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

農
林
水
産
課
農
政
係

☎
内
線
２
３
９

税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

「
税
を
考
え
る
週
間
」

～
く
ら
し
を
支
え
る
税
～

　

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
租
税

の
意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る

知
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
１
年
を
通
じ
て
租
税
に
関
す
る
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
11

月
11
日
か
ら
17
日
を
「
税
を
考
え
る
週

間
」
と
し
て
、
集
中
的
に
様
々
な
広
報

広
聴
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で

は
、
く
ら
し
を
支
え
る
税
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
国
民
の
皆
様
に
国
民
生
活
と
税

の
関
わ
り
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、
国
民
各
層
の
納
税
意
識
の
向
上

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（www.nta.

go.jp

）
に
よ
る
広
報

［
国
税
庁
の
取
組
紹
介
］

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
実
施
に
合

わ
せ
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国
税
庁
の
各
種

取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

(1)
ド
ラ
マ
仕
立
て
の
動
画
で
国
税
庁
の

仕
事
や
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

(2)
国
税
当
局
実
施
の
講
演
会
資
料
を
公

開
し
、
国
税
庁
の
取
組
や
税
務
署
の
仕

事
、
税
の
役
割
な
ど
国
税
庁
に
関
す
る

情
報
に
つ
い
て
、
最
新
の
デ
ー
タ
な
ど

を
基
に
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

(3)
国
税
庁
レ
ポ
ー
ト
な
ど
、
国
税
庁
の

１
年
間
の
活
動
や
そ
の
年
の
ト
ピ
ッ
ク

に
つ
い
て
、
統
計
資
料
等
を
交
え
な
が

ら
説
明
し
ま
す
。

(2)
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
広
報

［
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
情
報
発
信
］

　

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

の
実
施
に
合

わ
せ
て
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
国
税
庁

動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
「
Ｗ

ｅ
ｂ-

Ｔ
Ａ
Ｘ-

Ｔ
Ｖ
」
や
新
着
情
報

な
ど
の
各
種
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

(3)
講
演
会
の
実
施
や
関
係
民
間
団
体
等

と
の
連
携

　

社
会
人
や
大
学
生
を
対
象
と
し
た
講

演
会
や
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
民
間
団
体
・
地
方
公
共

団
体
等
と
連
携
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
全
国
各
地
で
実
施
し
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
利
用
し
た
申
告
・
納
税
手
続
な
ど

へ
の
国
税
庁
の
取
組

■
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
）

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
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マ
チ
の
伝
言
板

バ
ー
（
個
人
番
号
）
及
び
法
人
番
号
の

通
知
が
行
わ
れ
、
平
成
28
年
１
月
か
ら

国
税
分
野
に
お
い
て
番
号
の
利
用
が
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
税
庁
に
お
い
て

は
、
制
度
の
定
着
に
向
け
て
、
引
き
続

き
、
関
係
省
庁
や
関
係
民
間
団
体
等
と

も
連
携
・
協
調
を
図
り
な
が
ら
、
効
果

的
な
周
知
・
広
報
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
庁
は
、
法
人
番
号
の
付

番
機
関
と
し
て
、
法
人
番
号
が
社
会
的

な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
幅
広
い
分
野
で
利

活
用
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
省
庁
と
連
携

を
図
り
つ
つ
、「
わ
か
る
。
つ
な
が
る
。

ひ
ろ
が
る
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
制
度
説
明
や
利
活
用
の
働
き
か
け
に

取
り
組
み
ま
す
。

■
ｅ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
の
利
便
性
向
上
の
観
点
か
ら
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か

ら
利
用
で
き
る
手
続
の
対
象
を
拡
大
す

る
ほ
か
、
添
付
書
類
に
つ
い
て
、
イ
ー

タ
ッ
ク
ス
で
受
付
可
能
な
デ
ー
タ
形
式

へ
の
変
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
や
、
イ

メ
ー
ジ
デ
ー
タ
に
よ
る
提
出
を
可
能
と

す
る
な
ど
、
更
な
る
利
便
性
向
上
に
向

け
た
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
の
予
定
納

税
（
第
２
期
分
）
の
納
税

■
予
定
納
税
と
は

　

前
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算
し
た

予
定
納
税
基
準
額
が
15
万
円
以
上
と
な

る
場
合
に
は
、
原
則
、
こ
の
予
定
納
税

基
準
額
の
３
分
の
１
相
当
額
を
そ
れ
ぞ

れ
７
月(

第
１
期
分)

と
11
月(

第
２

期
分)

に
納
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
を
「
予
定
納
税
」
と
い

い
ま
す
。

※
平
成
29
年
分
の
予
定
納
税
基
準
額
に

つ
い
て
は
、
復
興
特
別
所
得
税
額
相
当

額
を
含
め
て
計
算
し
て
い
ま
す
。

■
納
税
す
る
額

　

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、
６
月

中
旬
に
税
務
署
か
ら
平
成
29
年
分
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予
定
納
税

額
の
通
知
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
第
２
期
分

の
金
額
が
納
税
す
る
額
で
す
。
な
お
、

予
定
納
税
額
の
計
算
の
詳
細
は
、
こ
の

通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
予
定
納
税
の
減
額
申
請

　

廃
業
、
休
業
又
は
業
況
不
振
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
平
成
29
年
10
月
31
日
の

現
況
に
よ
る
平
成
29
年
分
の
申
告
納
税

見
積
額
（
年
間
所
得
や
所
得
控
除
な
ど

を
見
積
も
っ
て
計
算
し
た
税
額
）
が
、

税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る
予
定
納

税
基
準
額
よ
り
も
少
な
く
な
る
と
見
込

ま
れ
る
場
合
等
は
、
予
定
納
税
の
減
額

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
29
年
分
の
申
告
納
税
見
積
額
に

つ
い
て
は
、
復
興
特
別
所
得
税
額
相
当

額
を
含
め
て
計
算
し
ま
す
。

　

第
２
期
分
の
予
定
納
税
の
減
額
申
請

を
す
る
場
合
は
、
平
成
29
年
11
月
15
日

ま
で
に
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
載
し
た
上
、
所
轄
税
務

署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
税

務
署
で
は
、そ
の
申
請
に
つ
い
て
承
認
、

一
部
承
認
又
は
却
下
の
い
ず
れ
か
を
決

定
し
、
そ
の
結
果
を
書
面
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
な
お
、
予
定
納
税
額
の
減
額

申
請
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
税
務
署
窓
口
に

も
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
予
定
納
税
額
の
納
付

・
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方

　

納
期
の
最
終
日
（
平
成
29
年
11
月
30

日)

に
指
定
の
金
融
機
関
の
預
貯
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま

す
。
納
期
の
最
終
日
の
前
日
ま
で
に
預

貯
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
計
検
査
院
か
ら
の
指
摘
を

踏
ま
え
、
平
成
28
年
度
税
制
改
正
を
経

て
、
平
成
29
年
１
月
以
降
振
替
納
税
に

係
る
領
収
証
書
は
発
行
さ
れ
な
く
な
り

ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
そ
の
他
の
方

　

納
期
の
最
終
日
ま
で
に
金
融
機
関
又

は
所
轄
税
務
署
の
窓
口
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
（
納
付
に
当
た
っ
て
は
、
電
子

納
税
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し

く
は
、
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（www.e-tax.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
専
用
の
ウ
ェ
ブ
画
面
か
ら
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
り
納
付
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）。

な
お
、
第
２
期
分
の
納
付
金
額
が
30
万

円
以
下
の
場
合
に
は
、
送
付
さ
れ
た

バ
ー
コ
ー
ド
付
納
付
書
を
使
用
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
費
税
の
届
出
は
お
済
み
で
す
か

■
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
る
方
へ

　

個
人
事
業
者
の
方
で
、
新
た
に
課
税

事
業
者
（
消
費
税
の
申
告
・
納
付
が
必

要
な
方
）
と
な
る
場
合
に
は
、
納
税
地

の
所
轄
税
務
署
長
に
「
消
費
税
課
税
事

業
者
届
出
書
（
基
準
期
間
用
）」
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
平
成
30
年
分
に
お
い
て
課
税
事
業
者

と
な
る
方

　

平
成
28
年
分
（
基
準
期
間
）
の
課
税

売
上
高
が
１
千
万
円
を
超
え
て
い
る
場

合
に
は
、
平
成
30
年
分
は
消
費
税
の
課

税
事
業
者
に
該
当
し
ま
す
。

※
平
成
28
年
分
（
基
準
期
間
）
の
課
税

売
上
高
が
１
千
万
円
以
下
で
あ
っ
て

も
、
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
６
月
30

日
ま
で
の
期
間
（
特
定
期
間
）
の
課
税

売
上
高
が
１
千
万
円
を
超
え
て
い
る
場

合
に
は
、
平
成
30
年
分
は
消
費
税
の
課

税
事
業
者
に
該
当
し
ま
す
。こ
の
場
合
、

納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
「
消
費
税

課
税
事
業
者
届
出
書
（
特
定
期
間
用
）」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。な
お
、

特
定
期
間
に
お
け
る
１
千
万
円
の
判
定

は
、
課
税
売
上
高
に
代
え
て
、
給
与
等

支
払
額
の
合
計
額
に
よ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

■
簡
易
課
税
制
度
の
選
択

　

基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
が

５
千
万
円
以
下
の
方
は
、
簡
易
課
税
制

度
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平

成
30
年
分
か
ら
簡
易
課
税
制
度
を
適
用

し
て
申
告
す
る
方
は
、
平
成
29
年
12
月

31
日
ま
で
に
、
納
税
地
の
所
轄
税
務
署

長
に
「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届

出
書
」を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
簡
易
課
税
制
度

　

課
税
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
げ
に

係
る
消
費
税
額
に
、
事

業
区
分
に
応
じ
た
「
み

な
し
仕
入
率
」
を
掛
け

て
計
算
し
た
金
額
を
課

税
仕
入
れ
等
に
係
る
消

費
税
額
と
み
な
し
て
、

納
付
す
る
消
費
税
額
を

計
算
す
る
制
度
で
す
。

※
簡
易
課
税
制
度
を
選

択
さ
れ
た
方
は
、
事
業

を
廃
止
し
た
場
合
を
除

き
、
２
年
間
以
上
継
続

し
た
後
で
な
け
れ
ば
選

択
を
や
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
選
択
を
や
め

る
場
合
に
は
、
や
め
よ

う
と
す
る
課
税
期
間
の

開
始
の
日
の
前
日
ま
で

に
、
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
「
消

費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
不
適
用
届
出

書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
注
意
事
項

・
課
税
事
業
者
の
方
は
、
消
費
税
法
に

基
づ
く
帳
簿
の
記
載
が
必
要
で
す
。

・
一
般
課
税
で
申
告
さ
れ
る
方
（
簡
易

課
税
制
度
の
適
用
を
受
け
な
い
方
）は
、

課
税
仕
入
れ
等
の
事
実
を
記
録
し
た
帳

簿
及
び
請
求
書
等
の
両
方
の
保
存
が
な
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マ
チ
の
伝
言
板

い
場
合
、
仕
入
税
額
控
除
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
消
費
税
の
届
出
や
、
帳
簿
の
記
載
方

法
等
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
は
、
所
轄
税
務
署

へ
お
電
話
い
た
だ
き
、
自
動
音
声
に
し

た
が
っ
て
番
号
「
１
」
番
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

※
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」
や

「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」

等
の
各
種
届
出
書
は
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で

も
提
出
で
き
ま
す
。
詳
し
い
手
続
に
つ

い
て
は
、
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

法
定
調
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
が
必
要
に
な
り
ま
し
た

■
法
定
調
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
が
必
要
に
な
り
ま
し
た

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
平
成
28
年
１
月
１
日
以
後
に
支
払

が
確
定
し
た
報
酬
や
不
動
産
の
賃
借
料

等
の
支
払
に
関
す
る
法
定
調
書
に
は
、

支
払
を
受
け
る
個
人
の
方
の
氏
名
や
住

所
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
も

必
要
に
な
り
ま
し
た
。法
定
調
書
と
は
、

報
酬
や
不
動
産
の
賃
借
料
な
ど
の
一
定

の
金
銭
等
を
支
払
っ
た
方
が
、
所
得
税

法
等
の
規
定
に
基
づ
き
税
務
署
長
に
提

出
す
る
資
料
を
い
い
ま
す
。

■
支
払
を
受
け
る
個
人
の
方
へ

講
演
等
の
報
酬
や
、
不
動
産
の
賃
借
料

な
ど
の
支
払
を
受
け
る
個
人
の
方
は
、

こ
れ
ら
の
支
払
を
す
る
方
が
法
定
調
書

を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
支
払
を
す
る

方
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
供
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
次
に
該
当
す

る
方
は
、
支
払
を
す
る
方
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
講
演
等
を
行
う
場
合
で
、
同
一
の
支

払
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
そ
の
年
中
の

報
酬
が
５
万
円
を
超
え
る
方

・
不
動
産
を
個
人
の
不
動
産
業
者
※
又

は
法
人
に
賃
貸
し
て
い
る
場
合
で
、
同

一
の
支
払
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
そ
の

年
中
の
賃
借
料
が
15
万
円
を
超
え
る
方

※
不
動
産
業
者
で
あ
る
個
人
の
う
ち
、

主
と
し
て
建
物
の
賃
貸
借
の
代
理
や
仲

介
を
目
的
と
す
る
事
業
を
営
ん
で
い
る

方
を
除
き
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
供
す
る

場
合
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を

受
け
る
方
が
本
人
確
認
を
行
う
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
提
示
等
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

■
支
払
を
す
る
方
へ

　

個
人
の
方
に
対
し
て
報
酬
や
不
動
産

の
賃
借
料
な
ど
一
定
の
支
払
を
す
る
方

が
、
こ
れ
ら
の
支
払
に
関
す
る
法
定
調

書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
法
定
調
書

に
支
払
を
受
け
る
方
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
が
必
要
で
す
の
で
、
支
払
を
受

け
る
方
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
受
け

る
場
合
に
は
、
本
人
確
認
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
本
人
確
認
の
方
法

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
受
け
る
場

合
に
は
、
本
人
確
認
と
し
て
、
①
正
し

い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
の
確
認

（
番
号
確
認
）
と
②
提
供
す
る
方
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
正
し
い
持
ち
主
で
あ
る

こ
と
の
確
認
（
身
元
確
認
）
が
必
要
で

す
。

(1)
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
だ
け
で
、本
人
確
認（
番

号
確
認
と
身
元
確
認
）
が
行
え
ま
す
。

(2)
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
次

の
番
号
確
認
書
類
と
身
元
確
認
書
類

が
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
番
号
確
認
書
類
（
通
知
カ
ー
ド
、
住

民
票
の
写
し
又
は
住
民
票
記
載
事
項
証

明
書
な
ど
の
う
ち
、
ご
本
人
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
い
ず
れ
か

１
つ
）

・
身
元
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
在

留
カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
や
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
の
う
ち
、
記
載
し
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
書
類
い
ず
れ
か
１
つ
）　

■
社
会
保
障
・
税
番
号
（
制
度
に
つ
い

て
の
詳
細

　

国
税
に
関
す
る
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
の
詳
し
い
情
報
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
あ

る
「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
〈
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
〉」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
不
動
産
の

売
主
・
貸
主
の
み
な
さ
ま
へ
」（http://

w
w

w.nta.go.jp/m
ynum

berInfo/
pdf/m

ynum
ber_fudosan.pdf)

も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

稚
内
税
務
署

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
１
５
５

住
民
課
税
務
係

☎
内
線
１
２
８
・
１
２
９

林
業
退
職
金
共
済
制

度
の
退
職
金
請
求

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
林
業
退
職

金
共
済
（
林
退
共
）
制
度
に
加
入
し
て

い
た
、
も
し
く
は
加
入
し
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
方
で
、
退
職
金
請
求
手
続
き

を
し
た
お
心
当
た
り
の
な
い
方
は
、
退

職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
林
業
の
仕
事
を
し
て

い
た
当
時
の
加
入
の
有
無
に
つ
い
て
も

当
方
で
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
最
寄
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
８
７

て
し
お
温
泉
夕
映

臨

時

休

館

日

　

日
頃
よ
り
、
て
し
お
温
泉
夕
映
を
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
館
内
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業

の
た
め
、
次
の
期
間
中
を
お
休
み
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
お
客
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

・
臨
時
休
館
日

平
成
29
年
11
月
14
日
か
ら
15
日

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

て
し
お
温
泉
夕
映

☎
（
２
）
３
１
１
１

掲載を希望される方へ

 12 月号へ掲載を希望される

   場合 は、11 月 15 日（水）

   までに お知らせください

総務課企画広報係



広
報

て
し

お
11

月
号

（
N

O
.724）

●
印

刷
　

天
塩

共
同

印
刷

企
業

組
合

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http//w
w

w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/
●

企
画

・
編

集
　

天
塩

町
総

務
課

企
画

広
報

係
（

〒
098-3398　

天
塩

町
新

栄
通

８
丁

目
　

☎
01632-2-1001）

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ひ
と
月

に
２
度
も
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
広
報

担
当
の
相
馬
で
す
。

♪
今
号
の
表
紙
は
天
塩
小
学
芸
会
の
一
コ

マ
で
す
。
今
年
は
雄
信
内
合
同
文
化
祭
と

同
日
の
開
催
で
し
た
の
で
、
全
て
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
見
る
こ
と
が
叶
わ
ず
残
念
で
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
練
習
し

た
成
果
を
見
せ
て
く
れ
る
学
校
行
事
は
い

つ
も
保
護
者
同
様
に
私
自
身
も
楽
し
ん
で

撮
影
し
て
い
ま
す
。
来
月
は
、
こ
ど
も
園

の
お
遊
戯
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
護
者

の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
保
護
者
目
線
で

撮
影
さ
せ
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
す
。

♪
こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
10
月
17

日
に
天
塩
で
雪
が
降
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

は
冬
支
度
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
今
年

は
積
雪
も
早
そ
う
な
の
で
、
ま
ず
車
の
タ

イ
ヤ
の
履
き
替
え
を
私
は
始
め
よ
う
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

おめでとうございます

～おたんじょう～

ま ち の う ご き

９月末
人口 ３，１９２ 人 （－ ２）
男  １，５９１ 人 （＋ ２）
女  １，６０１ 人 （－ ４）

世帯数 １，５７１世帯（－ ４）

※（　）内は前月比

ご
厚
志
の
紹
介

●
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
愛
情
銀
行
へ

【
社
会
福
祉
の
た
め
に
】

　

新
栄
通
11　
　

金　

森　

重　

治　

さ
ん

　

新
開
通
６　
　

水　

口　

俊　

夫　

さ
ん

　

新
地
通
６　
　

三　

上　

貴　

之　

さ
ん

　

山
手
裏
通
７　

波
多
野　

敬　

子　

さ
ん

　

北
更
岸　
　
　

新　

田　

弘　

夫　

さ
ん

　

新
川
団
地　
　

永　

井　

チ　

ヨ　

さ
ん

【
施
設
の
た
め
に
】

　

新
栄
通
11　
　

金　

森　

重　

治　

さ
ん

●
恵
愛
荘
へ

　

新
開
通
６　
　

本　

山　

ケ
イ
子　

さ
ん

　

南
町　
　
　
　

上　

林　

哲　

也　

さ
ん

　

辰
子
丑　
　
　

高　

橋　

良　

一　

さ
ん

　

新
栄
通
11　
　

金　

森　

重　

治　

さ
ん

　
地
域
支
え
合
い
サ
ロ
ン
み
ら
く
る
利
用
者
一
同　

様

　

天
塩
母
子
寡
婦
会　

様

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
】

　

山
手
裏
通
４　

来　

田　

和　

雄　

さ
ん

　

山
手
裏
通
３　

園　

田　

一　

治　

さ
ん

地
域
貢
献
企
業
等
の
ご
紹
介

　

地
域
振
興
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
企

業
等
に
対
し
、
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

株
式
会
社
瀬
越
組　
様

　

株
式
会
社
堀
口
組　
様

（
て
し
お
味
覚
ま
つ
り
の
支
援
協
力
）

ごめいふくをお祈りします
（新栄通 11）

金 森　美 枝　さん（98歳）

（みどり）

湯 澤　　　縁
えにし

　さん
昌義さん・智美さんの長男

マ
チ
の
話
題
（
番
外
編
）

・
出
産
祝
金
贈
呈

　

10
月
４
日
、

役
場
庁
舎
に

お
い
て
、
子

育
て
応
援
事

業
の
出
産
祝

金
の
贈
呈
式

を
行
い
ま
し

た
。
町
で
は

昨
年
か
ら
健

や
か
な
子
ど

も
の
育
成
の

た
め
母
子
手

帳
交
付
時
に

支
給
す
る
出

産
準
備
金
と

と
も
に
出
産
祝
金
事
業
を
開
始
し
、
祝
金
を

贈
呈
す
る
の
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

祝
金
の
一
部
は
、
町
商
工
会
発
行
の
商
品

券
と
し
て
浅
田
町
長
か
ら
「
子
ど
も
の
た
め

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」と
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
10
月
号
で
左
記
の
箇
所
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

９
頁
掲
載
「
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」

誤
：
９
日
《
敬
老
の
日
》

正
：
９
日
《
体
育
の
日
》

11
頁
掲
載
「
マ
チ
の
伝
言
板
（
相
乗
り
レ
ン

タ
カ
ー
）
」

誤
：
シ
ボ
レ
ー
・
キ
ャ
ピ
テ
ィ
バ

正
：
シ
ボ
レ
ー
・
キ
ャ
プ
テ
ィ
バ

▲贈呈式に出席した親子ら

（新開通６）

水 口　キミヱ　さん（101 歳）

（新地通６）

三 上　靖 子　さん（77歳）

（山手裏通７）

波多野　　　治　さん（62歳）

（新川団地）

永 井　與 續　さん（89歳）

（北更岸）

新 田　辰 男　さん（88歳）

（富士見）

岩 立　遥
は る と

斗　さん
諭さん・早希さんの長男

～ごけっこん～

（富士見）

立 花　太 雅　さん
増 谷　唯 香　さん


